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139．133Xeによる肺換気・血流の分布に対す

　　　る検討
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（目的）

　動脈」fi1ガス分圧および酸塩基平衡の恒常性の維持は肺

の最も重要な機能の1つである．かかる機能が最も効率

よく遂行されるには，肺にoptimalな換気と血流が供給

され，かつその比がoptimalであることが必要とされて

いる．換気と循環の接点であるlung－unitの検討には，

現在の所RIを川いる以外に適当な方法はない．

　われわれは133Xeを用いて肺の循環機能と換気機能を

各部位ごとに表示し，健常と循環器および呼吸器疾患を

対比検討せんとした．

（方法）

　⑦　肺循環の測定

　被検者は坐位で背面よりシンチカメラをあてた．1：3：IXe

CL理食塩水溶解液）　5mCiを肘静脈より注人し，原

則として注射後15秒間呼吸をとめ，その間の経時的変化

をオンラインRIデーター処陣装置を川い，磁気テープ

に画像を連続的に記録した．これから肺へのlf噸流入状

態および肺内lht流分布状態を検言寸した．

　②　肺換気の測定

　llにひきつづき被検者をスハイ1」メークーを用いた

閉鎖回路系に接続し，steady　stateに達するまでre－

breathingさせた後，開放回路系に切換え，　wash－out

の状態を連続画面にして追跡した．　ヒ記のt33Xe静注

法の他に閉鎖1旦1路山に133Xeガスを投入し，被験者に経

気道的に吸入させた後wash　outの状態を一Lと同様経時

的に記録する方法をも検討した．

　以上のデーターをもとに，局所の肺換気および肺内換

気’血流の分布について検討した．
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140．RIによる肺循環血流量の測定法の検討

（目的）
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　肺循環血流量は肺動脈における駆出圧が低いために，

健常時でも体位の変化あるいは呼吸の影響を受けやすい．

従って循環器ないし呼吸器疾患時には当然肺循環血流量

の変化を伴うことが予想され，その把握が病態生理の解

明にとって重要な情報となるにも拘らず従来簡易かつ被

験者の負担なしに得ることが困難であるため，われわれ

はRIによる測定法を検討せんとした．

（方法）

　①　対象

　健常人，心疾患，肺疾思患者’．

　③　心拍出量測定

　シンチカメラを川い，被検者を臥位，第2斜位におい

て，肘静脈より　tJglnTc－－albumin約10mCiを急速に注

人する，画像はオンラインのRIデーター処理装置を川

い，サンプリングタイム0．6秒毎にCPUのコアメモリ

上に撮影し，逐次磁気テープに転送記憶させる，左右各

室のRI希釈曲線は，各室に相当する部位にArea　of

Interestを設定し，上記の磁気テープに記憶された連続

像より求めた．心拍出ll・1：の計算はStewart－Hami｜ton法

に準じて行なった．

　③平均肺循環時間の測定

　卜記の方法で求めた両室の稀釈曲線をもとに，右心系

のRIカウントのピークから左心系のカウントのピーク

までの時問を求め，また，両者のpatternからdeconvo－

lutionによって，肺循環時間分布を考察した．

　④　肺循環血流量は①および②より求めた心拍出量と

平均肺循環時間の積として求めた．

　以上の方法で健常および呼吸器疾患ないし循環器疾患

時の変化を検討し，興味ある知見を得た．
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